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到達目標
1. 電磁気学における基本事項の概念について、正しい用語や式を用いて正しく表現できる。
2. 学んだ範囲について理解し、演習問題が解ける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

ベクトル解析の基礎 様々なベクトル演算を理解し、活
用できる。

基本的なベクトル演算を理解でき
る。

基本的なベクトル演算を理解でき
ない。

静電界の諸現象の理解 典型的な電荷の場合の電界・電位
を説明できる。

電荷とそれによる電界・電位を理
解できる。

電荷とそれによる電界・電位を理
解できない。

導体の諸現象の理解 様々な導体の場合の電界・電位を
説明できる。 導体の電界・電位を理解できる。 導体の電界・電位を理解できない

。

誘電体の諸現象の理解 様々な誘電体の場合の電界・電位
を説明できる。

誘電体内の電界・電位を理解でき
る。

誘電体内の電界・電位を理解でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
「電磁気学Ⅰ」は総合工学の基礎となる重要な物理系専門科目である。3学年次には、まず電磁気現象を一般的に取り扱
うことができるようにベクトル解析を学ぶとともに、それを静電界、導体、誘電体に対して適用することにより、より
厳密な電磁気学の基礎を学ぶ。

授業の進め方・方法
ベクトル解析については、教科書の付録とプリント等を適宜使って参考として授業を行う。ベクトル解析に関する基本
知識定着後、教科書を用いて電磁気学Ⅰの授業を行う。
予習：次週の授業内容について教科書等を読み、理解できる点、不明な点を整理する。
復習：授業で学んだ内容について例題や問、演習問題を解き、理解を深める。

注意点 「暗記」に頼らず、各電磁現象を「理解」するように努めること。物理Ⅰ、物理Ⅱ、電気回路Ⅰの関連する内容を復習
しておくこと。物理Ⅲや応用物理とも関連するので履修する際に参考とすること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス シラバスの内容、授業の流れを理解する。
2週 ベクトル解析(1) スカラーとベクトルを理解できる。
3週 ベクトル解析(2) スカラー積とベクトル積を理解できる。
4週 ベクトル解析(3) ベクトル界の発散、回転を理解できる。
5週 ベクトル解析(4) 線積分を理解できる。
6週 ベクトル解析(5) ベクトルの発散定理を理解できる。
7週 ベクトル解析(6) ストークスの定理を理解できる。
8週 ベクトル解析(7) 直角座標、円筒座標、極座標を説明できる。

2ndQ

9週 中間試験
10週 中間試験返却、解説 中間試験での出題内容を解説を通じて理解できる。
11週 静電界(1) 電荷・クーロンの法則 電荷、クーロンの法則について説明できる。
12週 静電界(2) 電界 電界を説明できる。
13週 静電界(3) 電気力線 電気力線を説明できる。
14週 静電界(4) 積分・微分形式のガウスの法則 ガウスの法則について説明できる。
15週 静電界(5) 電位 電界中で電荷を運ぶに要する仕事を説明できる。
16週 静電界(6) 電位・電位の勾配 電位、電位差、等電位面と電位の傾きを説明できる。

後期

3rdQ

1週 静電界(7) 電気双極子 電気双極子による電位と電界について説明できる。
2週 静電界(8) ポアソンの方程式とラプラスの方程式 ポアソンの方程式とラプラスの方程式を理解できる。
3週 導体(1) 導体と静電界 静電誘導について説明できる。
4週 導体(2) 導体と静電界 誘導電荷、静電遮へいについて説明できる。
5週 導体(3) 静電誘導と静電界の解析法 静電誘導と静電界の解析法について理解できる。
6週 導体(4) 静電容量とコンデンサ 静電容量、コンデンサについて説明できる。

7週 問題演習 静電界、導体で学習した内容を演習を通じて計算、説
明できる。

8週 中間試験

4thQ

9週 中間試験返却、解説 中間試験での出題内容を解説を通じて理解できる。

10週 導体(5) 静電容量とコンデンサ 種々のコンデンサの静電容量と直・並列接続したコン
デンサの静電容量を求めて説明することができる。

11週 導体(6) 静電エネルギー 静電エネルギーについて説明できる。
12週 誘電体(1) 誘電体の働き・誘電分極 誘電体と誘電分極について説明できる。
13週 誘電体(2) 分極ベクトル・電束密度 分極ベクトルと電束密度について説明できる。
14週 誘電体(3) 誘電率 誘電率について説明できる。
15週 誘電体(4) 分極の機構と強誘電体 分極の機構と強誘電体について説明できる。



16週 問題演習 導体、誘電体で学習した内容を演習を通じて計算、説
明できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

電気・電子
系分野 電磁気

電荷及びクーロンの法則を説明でき、点電荷に働く力等を計算で
きる。 3 前11,後7

電界、電位、電気力線、電束を説明でき、これらを用いた計算が
できる。 3

前12,前
13,前15,前
16,後1,後
2,後7

ガウスの法則を説明でき、電界の計算に用いることができる。 3 前14,後7
導体の性質を説明でき、導体表面の電荷密度や電界などを計算で
きる。 3 後3,後4,後

5,後7,後16

誘電体と分極及び電束密度を説明できる。 3
後12,後
13,後14,後
15,後16

静電容量を説明でき、平行平板コンデンサ等の静電容量を計算で
きる。 3 後6,後7,後

10,後16
コンデンサの直列接続、並列接続を説明し、その合成静電容量を
計算できる。 3 後10,後16

静電エネルギーを説明できる。 3 後11,後16
磁性体と磁化及び磁束密度を説明できる。 2
電流が作る磁界をビオ・サバールの法則を用いて計算できる。 2
電流が作る磁界をアンペールの法則を用いて計算できる。 2
磁界中の電流に作用する力を説明できる。 2
ローレンツ力を説明できる。 2
磁気エネルギーを説明できる。 2
電磁誘導を説明でき、誘導起電力を計算できる。 2
自己誘導と相互誘導を説明できる。 2
自己インダクタンス及び相互インダクタンスを求めることができ
る。 2

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


